 ２ 平成14年度 地域別の指標と特徴

伊  豆
・観光交流客数は4,428万5千人、前年度比95.3％、シェアは34.6％。

・宿泊客数は1,281万1千人、前年度比94.9％、シェアは65.2％。


・「河津桜祭り」は、近隣市町のイベントや観光施設などとの組合せにより相乗効果が表れているようである。

・新たに温泉施設ができたこともあるが、日帰りで温泉を楽しむ人が増えた。

・夏の海水浴客は、台風の影響などにより大幅に減少し、中には前年度の半分

  以下となったところもある。地域全体としては前年度比75.8％。

富  士
・総数は2,196万人5千人、前年度比97.8％、シェアは17.2％。

・宿泊客数は113万7千人、前年度比91.9％、シェアは5.8％。


・近年の自然志向、健康志向と費用があまりかからないことなどから、登山やハイキング客が増加したとするところがある。
・富士登山者数（新五合目への入込み数）は、台風の影響はあったものの３市

  町の合計で422千人、前年度比 109.5％となった。

駿  河
・総数は2,242万人、前年度比100.8％、シェアは17.5％

・宿泊客数は135万人、前年度比102.1％、シェアは6.9％。


・プレ国体の開催や東海道四〇〇年祭を引継いだイベントなど各種企画展・イベントの開催により集客に努めた結果、前年度を上回った。

・「清水市」としては最後ということもあって、七夕まつり、みなと祭りなどは、

  例年を上回った。

奥大井
・総数は98万人、前年度比96.4％、シェアは0.8％。

・宿泊客数は8万6千人、前年度比94.8％、シェアは0.4％。


・桜や紅葉の時期が例年よりも早かったため、それぞれのシーズン客が減少。

・アウトドアやキャンプの入込みが減少。

西駿河
・総数は1,081万9千人、前年度比84.1％、シェアは8.4％。

・宿泊客数は91万4千人、前年度比94.1％、シェアは4.6％。


· 桜や藤の花の開花時期が例年より早かったため、関連イベントや施設の入込みが減少した。

· プレ国体の開催により宿泊客が伸びた月もあったが、全体では減少した。

中東遠
・総数は1,177万8千人、前年度比100.2％、シェアは9.2％。

・宿泊客数は80万8千人、前年度比108.3％、シェアは4.1％。


· ワールドカップサッカー大会関連事業やその期間中に行われたイベントに多くの入込みがあったほか、宿泊客数にも影響を与えた。

西  遠
・総数は1,369万9千人、前年度比97.9％、シェアは10.7％。
・宿泊客数は248万2千人、前年度比101.7％、シェアは12.6％。


· 花の開花時期のずれや天候の影響で入込みが減少したイベントがあったり、改修工事中の観光（宿泊）施設があったため、昨年度を下回った。

· ワールドカップサッカー大会に関連して宿泊客が増加した。

· 海水浴客は台風の影響などにより一部を除いて減少。（対前年度比99.4％）

北  遠
・総数は212万6千人、前年度比101.0％、シェアは1.7％。
・宿泊客数は7万1千人、前年度比115.3％、シェアは0.4％。


・桜や紅葉のシーズンに多くの観光客が訪れたほか、産業観光まつり（天竜市）、

  みさくぼ祭り（水窪町）などのイベントへの入込みが増加した。







